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Abstract

The  purpose of this research is the characteristic arrangement  of area resources, as extracted

through  workshop  with  citizen participation and  the characteristic arrangement  of the area

resources which  Sanda  City releases.

As  a result the area resources in Sanda  City are classified into three categories such as "nature",

"history and  culture", and  "people and  life". In addition, two  particular area resources of various

natural environments  such as the wild animals and  secondary  forests and people and scenery of

daily life were  extracted. The  Green  Tourism  project is based on these data and will be advanced.
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は じ め に

成熟社会( ガボール, 1972) における多様で高度なま

ちづくりのニーズに応えていくには, 行政及び市民がそ

れぞれの活動領域とともに, それらの中間領域となる,

自律的な市民の参画と協働を基本とした「新しい公」を

築いていくことが求められる. 阪神市民文化社会ビジョ

ン( 兵庫県阪神北県民局,2001) の目標像の中では, こ

の理念を達成する行動目標の一つとして,「地域の魅力に

親しむツーリズムの振興」を掲げており, そのビジョン

を他の市町と共有している三田市では, 平成13 年度から

14年度にかけて市民と行政の協働によるグリーンツーリ

ズム( 以下G.T.) の企画, 及びその実践を通じて「新し

い公」のあり方を模索している( 三田市, 2002).

ここで本稿におけるG.T 。の定義を行いたい. それにつ

いて全ほか(2002) はG.T. に関して数多く存在する定

義から「観光の目的地である地域空間と観光資源に基づ

き, 農山漁村地域を舞台に,その地域の自然,文化, 農林

漁業及び人々との交流を観光資源とした観光」と整理し

ているが, 本稿でいうG.T.は,「農山漁村を舞台に」都

市部から農村部へといった一方向の自然体験観光型旅行

に限らない. あくまで多様で新たな交流観光を剔出する

一連のプロセス( 地域住民が地域資源の魅力を再発見す

るとともに, そこでの多様で新たな利活用を含んだ企画

を行い, その空間を使い込むあるいは地域住民とネット

ワークを組むことによって, 当該地域の住民主体による

マネジメントを行うプロセス) の為のG.T.である. 従っ

て, 都市部における地域資源, およびそれを材料とした

農村部から都市部へのツーリズムも含むものとし, 本報

告ではG.T.の定義を「自然, 文化, 農林漁業及び人々と
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の交流が行われることによって, 地域資源の多様な利活

用を基本とした地域住民による主体的なマネジメントを

剔出する, 都市と農山漁村の双方向の観光」とする.

本稿では, そのプロセスの第一段階である, 住民参画

によるワークショップ( 以下WS) を通じて抽出された

兵庫県三田市における地域資源, 及び三田市が公開して

いる地域資源の特性の整理を目的とする.

三田市におけるグリーンツーリズムの概要

本ツーリズムの実施地である三田市の施策体系につい

て詳細を説明する.三田市では平成14 年に第三次総合計

画を策定, 上述した阪神市民文化社会ビジョンの基本理

念である「新しい公の構築」に向け様々な行動目標を掲

げている. その施策体系( 三町市,2002) の中でについ

てG.T.関連する項目を挙げると, まず総論として「①自

律したパートナーシップづくり」が掲げられており, ま

ちづくりの主体である市民を中心として, 事業者や行政

と役割分担をしつつ, 自律したパートナーシップのまち

づくりを推進することが明言されている. また各論では

「②豊かな自然と快適な生活環境づくり」として, 豊か

な森林環境や清らかな水環境の保全を図ることが, さら

に「③活力ある経済基盤づくり」として大都市近郊で自

然に恵まれた三田の魅力を活かしたG.T. やコンベン

ション等を振興し, 内外から多くの来訪者が訪れる交流

観光の剔出に取り組むことが挙げられている. この中で

特に③の中にG.T.が位置づけられてり, 単に観光産業と

して捉えるのではなく, 地域内外における交流を築くた

め, あるいは市民のパートナーシップを築くためのツー

リズムとして捉えているところに特徴がある.

調 査 ・解 析 方法

調査ではガイドブックなどからの観光資源の抽出とW

S による地域資源の抽出を行った. 調査資料では, 三田

市・三田市教育委員会・三田市観光協会が公開している

ガイドブック14冊( 表1) を用い, それらに掲載されて

いる鰒光資源を抽出した. 一方, 三田市の地域資源に関

する聞き取り調査は平成13年11 月11日に, 三田市の都市

部および農村部に在住する18 名を対象に, ブレーンス

トーミング形式で行った. 本ブレーンストーミングでは

被験者が綛験した多様な地域資源を抽出するため, 人間

の五感である「視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚」につい

て, 対象とされる地域の中でイメージされるツーリズム

資源を自由に連想してもらう, という方法をとった. こ

れら2 つの抽出結果を比較・考察し, 三田市における地

域資源の整理を行った.

結果 及び 考 察

1. 行政が公開する地域資源の特性

表2 に行政が公開する地域資源の特性を示す.

地域資源を大きく 「自然」,「歴史文化」,「人・暮らし」

という3 つのタイプに分類した.「自然」は羽束山や千丈

寺山などの< 景観>, 有馬富士公園や城山公園などの<

公園>, 福島大池や武庫川などの< 水面>, 市立野外セ

ンターや柴田ファームなどの< 屋外レクリエーション

>, ボタンや芝桜などの< 植物( 景観)> の5 つに,「歴

史文化」は永沢寺や駒宇佐八幡神社などの< 寺社仏閣>,

供養塔十二妃墓や三輪村の道路元標などの< 史跡>, さ

んだネスパなどの< 保養施設>, 人と自然の博物館や関

表1 三田市・三田市教育委員会・三田市観光協会が公開しているガイドブ ック.



西学院大学などの< 研究・教育機関>, 神戸三田新阪急

ホテルやさんだサンライズホテルなどの< ホテル>, 百

石踊りやハウヤ踊りなどの< 祭り>, 三田鈴鹿竹器や三

田青磁などの< 特産品> の7 つに, 「人・暮らし」は各種

料亭を含む< 食事( 体験無)> と< 食事( 体験有)>,

< お土産屋> の3 つに大別できた. なお,< 食事( 体験

の有無)> とは, そば打ちや餅つきなど食事に至るプロ

セスの体験が含まれているか否かを意味する.

各カテゴリーにおける地域資源の延べ数を見る. 「自

然」については< 植物( 景観)> が14 項目出現したが,

その内訳をみると, ボタンや芝桜・しょうぶなど, 全て

鑑賞を目的においていることが特徴として挙げ られる.

また,< 公園> と< 屋外レクリエーション施設> の各地

域資源の延べ数を見ると, それぞれ31 ヶ所・33 ヶ所と

近似しており, 屋外レクリエーション施設の充実が伺え

るが, その内訳を見るとゴルフ場が15 ヶ所を占めてお

り, 市民の多くが活用できる地域資源となると若干劣る

ものと思われる. 「歴史・文化」については, 市は< 寺社

仏閣> に関わる要素が延べ171 ヶ所, さらに< 史跡> を

含めた歴史文化的資産が延べ246 ヶ所と, 多くの情報を

所有していることが伺える. その詳しい内訳を見てみる

と永沢寺が16 回と出現 回数が他のものと比較して多

かった. これは永沢寺内に景観資源としてのボタン園や

芝桜を有していること, さらには体験型施設であるそば

道場を有していることによって, 出現回数が高くなった

ものと考えられ, 地域資源の複合化によって認知機会が

増加すると考えられる.< 人・暮らし> については食事

処が多い一方で, そば打ちやまつだけ狩りなどの体験型

の地域資源も27 ヶ所と多く挙げられていることが特徴

である.

2. WS により抽出された地域資源の特性

表3 にWS により抽出された三田市における地域資源

のまとめを示す.

行政が公開する地域資源と同様に「自然」,「歴史文化」.

「人・暮らし」という3 つのタイプに分類した. 「自然」

は羽束山や花山院からの展望を含む< 景観>, 深田公園

や有馬富士公園などの< 公園>, 青野ダムや羽束川, 武

庫川などの< 水面>, ショウブ園やボタンなどの< 植物

(景観)> モリアオガエルやホタル,アユやアマゴといっ

た< 動物( 景観)>, シカやイノシシなどの< 野生動物

>, 里山の< 二次林> の7 つに,「歴史文化」は金心寺や

心月院などの< 寺社仏閣>, 三田城や九鬼氏の廟などの

< 史跡>, 本町 「創人村」ギャラリーやセカンドソウル

などの< 保養施設>, 人と自然の博物館や関西学院大学

の< 研究・教育機関>, 三田祭りや百石踊りなどの< 祭

り>, 母子茶や三田米などの< 特産品> の6 つに, 「人・

暮らし」は鉄工房のK 氏や陶芸の木彫り作家のO 氏など

の< 生活者>, 家の近くの畑やパスカル三田といった

< 日常風景>, 三田屋やそば道場などの< 食事( 体験

無)>,< 食事( 体験有)> の4 つに大別出来た.

以上より住民参画型のWS から得られた三田市におけ

る地域資源の特性を整理する. 全体的な傾向として, 表

2 に記載する三田市らが公開している観光資源と同じも

のが多く挙げられており, 市だけでなく住民もその資産

の活用を重要視していることが伺える. 但し,WS で指

摘される地域資源は数量的に少なくなることから, 三田

市等による統一的で網羅的な地域資源の収集による情報

と組み合わせながら, ツーリズムを構築していくことが

望まれる. 一方, 本WS に見られる特徴としては, 鉄工

房のK 氏などの< 生活者> や家の近くの畑などの< 日常

風景> を含む「人・暮らし」を対象とした事例が6 つ抽

出されたことが挙げられる. このことは三田市に居住す

るキーパーソンのツーリズムヘの関わりが地域魅力の向

上に必要である, という三田市民の認識を裏付けるもの

であり, また, このようなプライベートな情報は住民参

画によるWS でないと収集し難いものと思われる. 一方

で, 前項で述べた通り, 歴史文化資産など住民参画によ

るWS では指摘されることが少ない地域資源も存在する

ことから, 今後の利用を市からの情報提供も織り交ぜな

がら検討していくことが重要であると思われる.その他,

地域資源の動植物に関わる項目で三田市等が永沢寺の芝

桜やばたん園など鑑賞用を重視した要素で占められてい

るのに対し,WS 参加者によって抽出された「自然」の

要素の中にはシカやイノシシなどの< 野生動物> や, し

いだけ栽培などで日常的に関わっている里山などのく二

次林> といった地域資源が抽出されたことが特徴として

挙げ られる. このことから, 三田市民は多用なレベルの

自然にツーリズムの資源としての価値を見出しており,

その活用にも積極的に取り組む姿勢が伺える.

また, 本調査では五感に視点をあてて情報収集を行っ

た. その結果「視覚」に対応する資源が45 と, 他の五感

によるものと比較して最も多く抽出でき, 視覚的な印象

による地域資源が市民の印象に強く刻まれていることが

伺える. また, 「聴覚」「嗅覚」といった感覚に対する資

源が少なかったものの,「セカンドソウルのライブ」や

「とんどの煙」など個人的な情報が抽出された.

ま と め

本調査では三田市における地域資源を, 行政が公開し

ているガイドブック, 及び住民参画によるWS 結果から

抽出した. その結果, 三田市等が公開している地域資源

とワークショップで指摘された地域資源の整理を示した

表4 のように, 三田市の地域資源は大きく 「自然」,「歴

史文化」,「人・暮 らし」の3 つに分類された. 特に「人・



表2 三田市・三田市教育委員会・三田市観光協会が公開し ている地域資源.



【 】内数字:地域資源の延べ数O  内数字:出現した語句数



表3 ワークショップより抽出された三田市の地域資源.

表3 ワ ー ク シ ョ ッ プ よ り 抽 出 さ れ た 三 田 市 の 地 域 資 源

【 】内数字:地域資源の延べ数 ●:三田市・三田市教育委員会・三田市観光協会が公開している三田市の観光資源

暮らし」の生活者や日常的な風景がWS により抽出され,

今後のG.T.を企画する上でのキーパーソンとして位置付

けたい. また, 動植物に関する資源についてこれまでの

景観的要素だけでなく, 住民によるWS 結果では, 野生

動物や二次林についてもツーリズムとしての価値を見出

していることから, 今後, これらの資源をいかに活用し

ていくかが重要になるであろう. さらに人間の五感の中

で「聴覚」「嗅覚」という2 つの感覚に対する資源は他の

感覚によって抽出された資源よりも個人的な情報を多く

含むことが示唆されたことから, これらの感覚に対する

資源をより多く抽出することによって, 個性的で新しい

ツーリズムを作ることができると思われる. 一方, 三田

市には寺社仏閣を中心とした歴史資産がいまだ多く残さ

れており, それらの活用も含めて検討していくことも重

要であると思われる. 本調査をベースとして今後G.T.の

企画を住民と行政の協働により行っていきたい.
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表4 三田市等が公開している地域資源とワークショップ で指摘された地域資源の整理.
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